新刊紹介　大野英士著 『オカルティズム 非理性のヨーロッパ』 by 小倉 孝誠
─ 86 ─
大野英士著『オカルティズム
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現代日本でオカルトと言うと、何か超常現象に
関係することを指すという印象だが、しかしそれ以上のことはあまり詮索しないのが世間一般の反応だろう。奇跡や魔術など、常識や科学では説明できない出来事や現象があるとしても、それはしばしば興味本位の話題になるだけで 学問の対象になるとは思われない 欧米でも現在 はそのように扱われることが多いが、かつてはれっきとした研究分野であり、それがオカルティズムと呼ばれた。 『広辞苑』第七版を参照すると、次のように定義されている。 「通常の経験や科学では認められない超自然的な力の存在を信じ、それを研究すること。占星術・錬金術・神智学・心霊術などをいう」 。
大野英士氏の『オカルティズム
　
非理性のヨー
ロッパ』は、近代ヨーロッパの主流である合理主義や科学主義の陰で、それと並行しながら静かな底流として存在してきたこの思潮を丹念に掘り起こした野心作である。とはいえ、誤解しては ら
ないが、著者はオカルトを肯定して今の世に復活させようとするわけではない。オカルティズムを世界認識のひ つの方法と位置づけ、その変遷を跡づけるのが目的であ 。そして、オカルティズムに惹かれてきた人間のひそかな欲望の布置にも迫ろうとする。
フランスでは、しばしばエゾテリスム
（秘教主
義）
の同義語として使われるオカルティズムの諸
潮流は、神的なものには共通要素があると考え、宗教や教 の違いを超えて、あ 共通 「真理」を共有していると考える。そして宇宙と自然を読み解くことで、神秘的な存在に至ろうとす 。「高等魔術」は古代やルネサンス期にも存在し、著者はその点について略述しているが、本書の中心をなすのは十九世紀から二十世紀初頭 おける欧米、とりわけフランスのオカルティズムを論じた諸章である。もともと十九世紀文学・思想の専門家である大野氏の学識が遺憾なく発揮されている。
十九世紀フランスとオカルティズム
産業革命が進行して、パリなどの大都市に労働
者階級が生まれたこの時代、貧困や不平等は大きな社会問題となった。それに直面して、解決策を模索したのが共和主義や社会主義であり、さらに広くユートピア思想である。そ に深く関わった左派オカルティズムは、フランス革命後の「神の空位」を、人間の意識にもとづく市民宗教で補おうとした。キリスト教のような啓示宗教をしりぞけ、人類愛に依拠したユートピア社会をめざしたのである。たとえば、マルクスに って空想的社会主義と烙印を押されたサン
=
シモン主義は、
女性と「産業者」を社会革命の主体と て捉えた。コントの実証主義やフーリエの思想にも特異な女性崇拝と、父権性支配を廃した調和社会の構想が見られ、オカルティズムとの親近性を指摘できる。さらに『高等魔術の教理と祭儀』
（一八五五―五六）
の著者であり、近代オカルティズム 祖 るエリファス・レヴィも、社会主義に影響を及ぼた。著者はこうして、十九世紀フランスの重要な社会思想に潜むオカルティズムの要素を明らかにしてみせる
フランス十九世紀は、ラ・サレット、ルルドな
ど各地で聖母マリアの出現という奇跡が起きた時
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ムにほかならない。一八八〇年代、精神病理学のパラダイムが大きく変換する。それまで単なる超常現象として記録されてきた現象を、精神医学的に、つまり科学的に解明できるという確信が生じたのだった。精神医学の世界的中心地だったパリのサルペトリエール病院に君臨したシャルコー、彼のライヴァルでナンシー 派 ベルネーム、そして哲学分野から精神医学に参入したジャ らがこのパラダイム変換をになった。オカルティズムの到達点として 心霊科学は、十九世紀末から二十世紀初頭 ヨーロッパにおいて 実験心理学や精神病理学や哲学に、無視しがた 波及効果をもたらしたのだった。
本書で論じられている著作のいくつかは邦訳さ
れており、聖母マリアの出現や、フランスの心霊科学については個別的な研究書も存在する。それらをオカルティズムという統一的な視座からあらためて読み解い みせたのは、大野氏の大きな功績である。デカルト的合理主義の国フランスにはそれとは異質の思想が連綿と続いてきた。科学と進歩の十九世紀は、オ の十九世紀でもあたのだ。内容の濃密さを考え ば、あらためて一書に発展させら るような章もある。評者としは、続編を期待する次第である。
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ティズムが密接につながっていたことが、説得的に示される。その意外な系譜と鉱脈を探りあてたのは、大野氏の炯眼である。心霊科学の波及効果
現代の私たちにとって、オカルティズムと聞い
て真っ先に想起するのは心霊術ではないだろうか。一八四八年、アメリカ・ニューヨーク州で発生した「ポルターガイスト
（騒がしい霊）
」がきっかけ
で、アメリカでは心霊術が流行する。その後はイギリスやフランスに流行が伝わり、各地で交霊会が催されるようになった。いわゆる「こっくりん」のことである。あのヴィクトル・ユゴーが亡命先のガーンジー島で、心霊術 熱中していたとはあまり知られていない の普及は、この現象が実証可能な科学として未知 領域を拓くのではないか、という期待を抱かせた。その期待に応えた が、フランスのアラン・カラデック 、彼は「普遍流体」という概念を導入して超常現象を説明し、それによって心霊術を時代の新たな宗教として理論化しようとした。ヨーロッパ中心的な宗 観 見直 現在 続くニューエイジへ道を拓いた功績は大きい。
こうして心霊術から心霊科学の時代へと移る。
心霊科学とは、まさに科学の時代 オカルティズ
代だった。とりわけ南仏ピレネー山麓の町ルルドのマリア顕現は、ヴァチカン当局によって正式に奇跡と認められ、町はその後 トリックの一大聖地に発展した。そこに蝟集する巡礼者集団の異様な熱気 ついては、ゾラの『ルルド』やユイスマンスの『ルルドの群集』がみごとに語っている。この奇跡 現象と ながっていた が、右派オカルティズムである。 りわけ「マリア派異端」と言うべき、いささか怪しいオカルト・セクトや秘密結社が誕生して、民衆の心性に入り込んだ。こうした異端の数々について、本書はじつに豊かで示唆に富む解釈を提供 くれる。
オカルティズムが科学にも影響したことは特筆
に値するだろ 。一般に、両者は根本的に対立するものと考えられているが、十九世紀オカルティズムの特徴は、科学主義や医学の発達と根を同じくする「擬似科学」と浅からぬ関係 結び、正統な科学に対抗したこ にあるという。そ 代表が、十八世紀末 一世を風靡したウィーン出身の医師メスマーの動物磁気説にほかならない。メスマーはこの説にもとづいて、パリ上流社会の人々を治療して名声を得たが、その正統性 疑いを抱 た科学アカデミーとは鋭く対立すること なった。
こうして社会主義、ユートピア思想、宗教、科
学など、十九世紀を貫く重要 文化現象とオカル
